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研究成果の概要（和文）：本研究では「高齢者が生きがいを持ち，自立し安心して生活できる社会」の実現に向けて，
加齢に関する包括的情報基盤「マルチモーダル加齢行動コーパス」を構築した．高齢者の体感情報と環境のセンシング
に基づく空調制御サービスを開発し，センシングからサービスを実現するためのフレームワークを実現した．多様な専
門家との共創環境の下，認知症アシストフォーラムを構築し，ケア現場の介護者や家族，本人への認知症啓発サービス
を開発・運用した結果，有効性が示唆された．また，Minskyの感情モデルを活用することによって，認知症の人の行動
が表現できることを示し，高齢者の「加齢」モデルを基本デザインした．

研究成果の概要（英文）：We have constructed a multimodal aging behavior corpus which is a comprehensive in
telligent infrastructure of aging to realize a society in which elderly can live independently and safely.
 We have constructed a framework for understanding the feeling information of elderly people with multimod
al sensors. The system applies to an air-conditioning control service in a living space. We have developed
 a dementia knowledge service which names Dementia Assist Forum through the cooperation experts in various
 disciplines. We have designed an aging mental model based on Minsky's emotion model.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
我が国の人口の 5 人に 1 人は 65 歳以上

という超高齢化社会に突入し，認知症の診
断・治療の技術や介護の現場が大きく変わろ
うとしている．脳科学，医学など個々の分野
の実験データや統計調査はあるが，高齢者の
多様性や生活状況にまで踏み込んだ現場の
データや情報は十分ではない．百人百様の高
齢者の生活の質（QOL）を高めるには，複雑
な退化の状況を理解するための包括的情報
基盤が必要である．研究代表者の竹林は，H22
～H24 科研費基盤研究(B)等を通じて，実世
界の幼児行動映像への行動特徴記述を基軸
に幼児発達コーパスを構築し，専門分野の壁
を越えた「子ども学事典」と子育て支援サー
ビスを開発してきた．高齢者の退化は，子ど
もの発達よりも多様で複雑であり，数理統計
モデル等では表現できない．加齢学は社会的
に重要な未踏の研究領域である．異分野専門
家の「知」の結集が必須であり，「マルチモ
ーダル行動発達コーパスの研究の枠組みを
退化の研究に適用する」という本研究の方法
論は，加齢学研究を発展させる基盤技術にな
る． 
 
２．研究の目的 
本研究では「高齢者が生きがいを持ち，自

立し安心して生活できる社会」の実現に向け
て，加齢に関する包括的情報基盤「マルチモ
ーダル加齢行動コーパス」を開発する．申請
者が分野横断で開発中の「マルチモーダル幼
児行動発達コーパス」の枠組みを人間の退化
の研究に適用し，高齢者尊重の行動センシン
グ環境と心身の退化状況理解技術を開発す
る．多様な専門家の主観でマルチモーダル情
報を分析して，行動特徴や退化の状況につい
て議論し，コーパスの深化成長と客観化を進
める仕組みを実現する．実用性を重視し，実
践的高齢者支援コンテンツを提供しながら，
退化状況理解研究用コーパスの改良を進め，
「生きる質を高める」ための「加齢学事典」
の開発に発展させる． 
 
３．研究の方法 
 高齢者支援サービスを提供しながら，加齢
に伴う行動と心的機能の変化をエビデン
ス・ベースに検証する枠組みを開発し洗練さ
せていく（図 1）． 1)実生活の高齢者の振る
舞いを収集するために，高齢者にメリットの
ある高齢者支援サービスを提供して参画を
促し，プライバシを考慮したユビキタス行動
センシング環境を構築．2)行動記述や場面の
検索機能を備えたマルチモーダル行動記述
システムを開発し，複数のセンサ情報と行動
特徴を利用して複雑な行動の退化記述を行
う．3)行動記述を手がかりに行動と心の関係
を加齢という時系列変化で表現する行動退
化モデルを設計する． 4)子育て支援コンテ
ンツのノウハウを高齢者支援に適用して，早
期にサービスの提供を開始してフィードバ

ックを得る．そして，5)実行結果を基に典型
的な行動特徴を抽出して，複雑な行動の記述
と行動退化モデルを洗練し，加齢行動コーパ
スの深化成長を継続的に進めて実現する． 

図 1. マルチモーダル加齢行動コーパスの深
化 
 
４．研究成果 
・高齢者の体感情報を考慮した空調制御サー
ビスの開発 
発表論文[④，⑩，⑫] 
 
 高齢者の多様な身体の感覚器や知覚能力
に対応するため，図 2に示す居住空間におけ
る知識・常識を構造化したインドアコモンセ
ンスに基づく状況理解システムを開発した．
本システムは，センサ情報やユーザからの体
感プロファイルを下に現在の状況を表現し，
インドアコモンセンス（居住空間における常
識知識）を参照することで環境とユーザのニ
ーズのギャップを捉えて結果を出力するこ
とができる．客観情報（センサ）と主観情報
（体感）を関係付け，サービスを実現するた
めの仕組みである． 
被験者を確保し，継続的に実験ができる体

制を構築した．実験で得られたデータは，体
感情報コーパスに蓄積され，実験で得られた
データを映像，温度計，湿度計などの各種セ
ンサと組み合わせて分析することができる．
分析の結果，気温が上がっても体感が下がる，
などの高齢者の特徴が見られ，空調制御につ
ながる知見が得られた． 

 
図 2．空調制御ライフログに基づく状況理解
システム 
 
 



・多職種連携に向けた認知症の人の状況理解
ツールの開発 
発表論文[⑤，⑧，⑯] 
 
 認知症の人の状態を把握するために，医療
現場では様々な職種が認知症の人や家族か
ら情報を収集し利活用している．提案者らは，
認知症の人の状況をデータベースに蓄積し
てケアに活用するため，医療現場で用いられ
ている認知症検査法のうち行動観察方式 AOS
（Action Observation Sheet）と BFB（Brain 
Function Battery）を情報端末上で行うこと
が可能なスレート型多職種連携ツール（図 3）
の開発を進めてきた．蓄積された検査情報は
端末上で表示でき，印刷して診察や生活指導
に活用することが可能である． 
連携研究者の玉井顯医師と松村菜穂美氏

と共同で敦賀温泉病院にてツールの実践評
価を行い，現場での運用に向けた連携システ
ムを構築した．本ツールを用いることで認知
症医療のワークフローに基づいた情報提供
を行うことができ，多職種連携を実現するた
めのシステムに発展できる． 
※本研究成果は人工知能学会における発表
で学生奨励賞を受賞した[⑤]． 

 
図 3. 認知症の人の状況理解のためのスレー
ト型多職種連携ツール 
 
・認知症啓発サービスの開発 
発表論文[⑥，⑦，⑨，⑪，⑮] 

 
実用的な高齢者支援コンテンツの提供と

コーパスの内容をコンテンツ化する仕組み
を開発した．我々は昨年度より専門家ととも
に認知症の啓発を行う場として「認知症アシ
ストフォーラム（https://ninchisho-assis 
t.jp/）」（図 4）を運営している．本 Web サイ
トでは，立場の違いによって求められる情報
が異なることを踏まえ，ユーザの立場に応じ
た専門家の顔の見える映像コンテンツを提
供している．本フォーラムは専門家の知識を

集約する場であり，認知症の啓発とコミュニ
ケーション技法の高度化のための知識が表
現されている． 

コンテンツ化の有効性を評価するために，
専門家の解説映像を意味ネットワークとし
て表現した知識コンテンツ設計システムを
開発し，コンテンツが認知症の学びに有効で
あることが示唆された． 
 

図 4．認知症アシストフォーラム Top ページ 
 
・加齢行動モデルの基本設計 
発表論文[雑誌①,発表①，②，③，⑬，⑭] 
 
 加齢行動を記述するためのヒューマン・マ
シンリーダブルな言語Behavior Description 
Language(BDL)を設計した．BDL で記述するこ
とにより，記述結果と生成を一貫して行うこ
とが可能なanalysis-by-synthesisな行動観
察を実現した．また，家庭における映像収録
環境を構築し，本人のプライバシを家族がコ
ントロールすることによって，継続的に映像
を収録できることを示した．図 5 は，BDL と
記述結果を生成した一例である． 
 また，認知症の人の行動・心理症状に着目
して，高齢者の心的モデルを表現した．
Minsky の感情モデルを活用することによっ
て，特に認知症の人の行動が表現できること
を示し，認知症，高齢者に関する知を深化で
きることが示唆された． 

 
図 5. Analysis-by-synthesis に基づく行動
記述フレームワーク 
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